
令和 8年 1月 

 

新規受託開始のお知らせ 
 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、この度、不妊症・不育症治療を補助する自己免疫疾患評価の検査として、β2ＧＰＩネオセルフ

抗体検査を新規受託開始させていただきますので、下記のとおりご案内申し上げます。 

敬白 

 

記 

 

■受託開始日     令和８年１月２６日（月）受付分より 
 

■検 査 要 項 

本検査は、不育症や血栓症を起こす抗リン脂質抗体症候群（APS）において、新たな原因分子として 

注目されているβ2GPI/HLA-DR 複合体に対する自己抗体 （ネオセルフ抗体） の有無を調べる検査です。 

ネオセルフ抗体とは、自己抗原となるタンパク質がヒト白血球抗原クラスⅡ（HLA-DR)と結合した

複合体を攻撃し、自己免疫疾患を引き起こす抗体を言います。 

 
注)特願：2015-527186（β2GPIを利用した検査・治療技術） 
 

■留意事項 

ご出検の際は、事前に「β2GPI ネオセルフ抗体検査委託契約に関する覚書」の締結が必要となります

ので、検体集荷担当者へお申し出下さい。 

 

■依頼方法 

Ａ検査依頼書の備考欄に項目名をご記入下さい。 

以上 

 

 

 

 

＊お問合せ先：029-837-2721 総合インフォメーション 

2026-Ａ-006 

 

 

検 査 項 目 
検体量 
（mL） 

保存法 

容 
 

器 
検査方法 基準範囲 

実施料 
点  数 

所 要 
日 数 備   考 

7736 
 

β2ＧＰＩネオセルフ抗体検査注）

 

血清 1 
冷蔵 

1 
フローサイト
メトリー法 

 73.3 未満 U ―― 14～21 
 
      

iOS用 Android用 

総合検査案内アプリは 
こちらから 

03KOHO
ｲﾝﾌｫ用


